
市の人口と世帯数 人口  76,209 人（ ‐ 111 人）　世帯  34,185 世帯（－ 12 世帯）

男  38,300 人（ ‐ 43 人）　女  37,909 人（ ‐ 68 人）※令和 6 年 3 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

　
こ
れ
ま
で
、高
額
療
養
費
制
度

に
よ
る
支
給
を
受
け
る
に
は
該

当
月
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
し

た
が
、今
年
1
月
以
降
の
診
療
分

で
、簡
素
化
申
請
さ
れ
た
世
帯
に

は
、自
動
で
指
定
口
座
へ
振
り
込

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。３
月
以
降
に
支
給
に
該

当
し
た
世
帯
に
は
、簡
素
化
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
。希
望
す
る
場

合
は
、必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
で
き
る
人
】高
額
療
養
費
の

支
給
を
受
け
る
世
帯
の
世
帯
主

【
申
し
込
み
方
法
】簡
素
化
申
請
書

（
保
険
医
療
課
・
西
支
所
窓
口
に

備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、届
出
者
の
本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許

証
な
ど
）、振
込
口
座
の
分
か
る

も
の（
原
則
世
帯
主
の
口
座
）、印

鑑
を
持
参
し
同
課
か
西
支
所
へ
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
。

※
昨
年
12
月
以
前
の
診
療
分
は
、

今
ま
で
通
り
必
要
書
類
を
持

参
し
窓
口
で
申
請
を

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

※
申
請
か
ら
処
理
ま
で
に
５
日

程
度
か
か
り
ま
す
。添
付
し
た

画
像
が
不
鮮
明
・
申
請
手
続

き
に
不
備
な
ど
が
あ
る
場
合

は
、再
度
手
続
き
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎

66
・
１
０
０
３
）へ
。

　
子
育
て
や
新
た
に
三
世
代
同

居
・
近
居（
直
線
距
離
２
㌔
以
内
）

す
る
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
な

ど
を
補
助
。
舞
鶴
市
へ
転
入
す
る

直
前
に
連
続
し
て
5
年
以
上
京
都

府
外
に
住
所
が
あ
っ
た
場
合
は
限

度
額
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。

【
募
集
期
間
】11
月
29
日
㈮
ま
で

（
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）

【
対
象
】市
内
に
住
民
票
が
あ
る

か
、市
内
に
転
居
予
定
で
、次
の

全
て
に
該
当
す
る
人
❖
子
ど
も

が
３
人
以
上
い
る
世
帯
か
、新
た

に
三
世
代
同
居
・
近
居
す
る
世

帯
の
構
成
員
❖
申
請
者
と
世
帯

構
成
員
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
❖
子
ど
も
の
親
権
者
の
年

収
の
合
算
額
が
7
5
0
万
円
未

満
❖
リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
を
申
請

66
・
１
０
０
３
）へ
。

　
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
が
、社
会
保
険
な
ど
に
加

入
し
資
格
喪
失
す
る
場
合
や
修
学

で
市
外
に
転
出
し
て
も
引
き
続
き

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
場

合
の
手
続
き
が
、パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
か
ら
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、今
ま
で
通
り
窓
口
や
郵
送

で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

【
申
請
で
き
る
人
】❖
社
会
保
険
な

ど
の
加
入
に
よ
る
資
格
喪
失
…
資

格
喪
失
す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
同

居
の
世
帯
員
❖
修
学
に
よ
る
転
出

手
続
き（
市
国
民
健
康
保
険
継
続
）

…
修
学
す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
同

居
の
世
帯
員
、修
学
す
る
本
人

【
申
し
込
み
方
法
】届
け
出
に
必
要

な
ア
プ
リ
を
取
得
し
、届
出
者
の

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
）や

社
会
保
険
証（
修
学
に
よ
る
場
合

は
在
学
証
明
書
か
学
生
証
）、住
民

票（
修
学
に
よ
る
手
続
き
の
場
合

で
一
度
も
舞
鶴
市
へ
住
民
登
録
さ

れ
て
い
な
い
場
合
の
み
）な
ど
の

画
像
を
、取
得
し
た
ア
プ
リ
に
添

付
し
て
申
請
を
。詳
細
は
、市
ホ
ー

す
る
場
合
は
市
内
に
本
社（
本
店
）

が
あ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
工

事
を
依
頼
す
る

【
対
象
経
費
】❖
対
象
者
自
ら
が

居
住
す
る
住
宅
の
工
事
で
、子
育

て
か
三
世
代
同
居
・
近
居
の
た

め
に
必
要
で
、費
用
が
10
万
円
以

上
か
か
り
来
年
３
月
１
日
㈯
ま

で
に
完
了
す
る
工
事
…
工
事
費

用
の
２
分
の
１（
限
度
額
１
０
０

万
円
）❖
対
象
者
ら
が
子
育
て
か

三
世
代
同
居
・
近
居
の
た
め
に

必
要
な
住
宅
を
購
入
…
仲
介
手

数
料
の
２
分
の
１（
限
度
額
40
万

円
）❖
対
象
者
ら
が
子
育
て
か
三

世
代
同
居
・
近
居
の
た
め
に
必

要
な
住
宅
を
賃
借
…
仲
介
手
数

料
の
２
分
の
１（
限
度
額
５
万
円
）

▼
詳
し
く
は
、
子
育
て
応
援
課

（
☎
66
・
１
０
０
８
）へ
。

　
新
婚
世
帯
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、住
宅
の
購
入

や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
賃
借
や
引
っ

越
し
の
費
用
を
最
大
で
60
万
円

補
助（
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終

了
）。
支
給
額
や
申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
申
請
手
続
き
が
便
利
に

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失

の
届
け
出
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

多
子
世
帯
・
三
世
代
同
居
・

近
居
の
た
め
の
費
用
を
補
助

新
婚
世
帯
に
補
助

【
対
象
】令
和
６
年
１
月
１
日
か

ら
来
年
３
月
31
日
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
世
帯
で
、婚
姻
届
を
提

出
し
た
時
点
で
夫
婦
の
い
ず
れ

か
が
39
歳
以
下
で
あ
り
、次
の
す

べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❖
夫
婦
の
い
ず
れ
か
の
住
所
が

舞
鶴
市
内
に
あ
る
❖
夫
婦
の
前

年
の
所
得
を
合
算
し
た
額
が
５

０
０
万
円
未
満
の
世
帯
で
あ
る

❖
夫
婦
の
い
ず
れ
も
市
税
や
府

税
の
滞
納
が
な
い
❖
夫
婦
の
い

ず
れ
も
過
去
に
同
種
の
助
成
金

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

▼
詳
し
く
は
、生
涯
学
習
推
進
課

（
☎
68
・
９
２
２
３
）へ
。

▪
介
護
職
員
初
任
者
研
修

【
対
象
】市
内
在
住
か
市
内
高
齢

者
・
障
害
者
施
設
で
介
護
な
ど

の
仕
事
に
従
事
し
、市
税
に
滞
納

が
な
い
人

▪
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

【
対
象
】介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得

を
目
指
す
、市
内
高
齢
者
・
障
害

者
施
設
で
介
護
な
ど
の
仕
事
に
従

事
し
、市
税
に
滞
納
が
な
い
人

《
共
通
》【
内
容
】受
講
料
の
3
分
の

2
を
助
成（
上
限
8
万
円
、
千
円

未
満
切
り
捨
て
）。
教
育
訓
練
給

付
金
な
ど
と
の
併
給
調
整
あ
り

【
申
し
込
み
方
法
】受
講
終
了
後

1
か
月
以
内
に
所
定
の
用
紙
で
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎

介
護
従
事
者
の
研
修
に
助
成

66
・
１
０
１
３
）、障
害
福
祉
・
国

民
年
金
課（
☎
66
・
１
０
３
３
）へ
。

　
高
等
学
校
や
大
学
、専
修
学
校

専
門
課
程
な
ど
に
進
学
し
て
い
る

人
で
、経
済
的
に
修
学
が
困
難
な

場
合
に
育
英
資
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
内
容
】新
１
年
生
の
み
入
学
支
度

金（
高
等
学
校
は
通
学
費
補
助
金

や
奨
学
金
、修
学
支
援
金
も
支
給
）

【
対
象
】令
和
６
年
度
市
民
税
非

課
税
世
帯（
通
学
費
補
助
金
、
大

学
や
専
修
学
校
専
門
課
程
な
ど

の
入
学
支
度
金
は
低
所
得
世
帯

も
対
象
。
低
所
得
の
基
準
は
、世

帯
の
人
数
に
よ
り
異
な
る
）

【
申
し
込
み
方
法
】６
月
28
日
㈮

（
高
等
学
校
な
ど
は
10
月
31
日
㈭
）

ま
で
に
、申
請
書
類（
学
校
教
育

課
、西
支
所
、加
佐
分
室
に
備
え

付
け
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、同
課
へ
。詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、学
校
教
育
課（
☎

66
・
１
０
７
２
）へ
。

　
子
ど
も
の
豊
か
な
育
み
を
支

援
す
る
た
め
、課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
の
社
会
参
加
や
、子
ど
も
に

関
す
る
社
会
的
課
題
の
解
決
に

寄
与
す
る
事
業
に
補
助
。
詳
細

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

【
対
象
】次
の
全
て
に
該
当
す
る

団
体
❖
政
治
活
動
や
宗
教
活
動

を
目
的
と
し
な
い
❖
５
人
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
❖
団
体
の

定
款
な
ど
が
あ
る

【
事
業
内
容
】来
年
３
月
31
日
㈪
ま

で
に
実
施
さ
れ
る
次
の
全
て
に
該

当
す
る
事
業
❖
子
ど
も
が
参
加
す

る
❖
舞
鶴
市
内
が
活
動
拠
点
で
あ

る
❖
年
間
を
通
し
て
継
続
的
に
行

わ
れ
る
❖
営
利
を
目
的
と
し
な
い

【
補
助
上
限
】補
助
対
象
経
費
の

４
分
の
３（
上
限
額
２
０
０
万
円
）

【
選
定
方
法
】舞
鶴
市
公
募
型
補

助
金
等
交
付
対
象
者
選
定
委
員

会
で
審
査
・
評
価
し
、交
付
の
可

否
を
決
定

【
申
し
込
み
方
法
】４
月
30
日
㈫

ま
で
に
必
要
書
類（
文
化
振
興
課

に
備
え
付
け
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎

66
・
１
０
１
９
）へ
。

　
広
く
市
民
が
文
化
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
創
出
し
、地
域
の
文

化
芸
術
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
の
事
業
に
補
助
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
。

【
対
象
】市
内
の
自
治
会
や
団
体

な
ど（
条
件
あ
り
）

【
事
業
内
容
】来
年
３
月
31
日
㈪

ま
で
に
実
施
さ
れ
る
次
の
事
業

❖
ま
い
づ
る
文
化
の
魅
力
発
信

部
門
…
舞
台
芸
術
・
美
術
工
芸

分
野
な
ど
の
上
演
、
展
覧
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど（
補
助
対

象
経
費
の
２
分
の
１
、上
限
額
20

万
円
）❖
ま
い
づ
る
文
化
力
向
上

部
門
…
文
化
芸
術
活
動
で
の
技

術
的
課
題
や
活
動
の
質
向
上
な

ど
課
題
解
決
を
目
的
と
し
た
研

修
会
、講
座
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の

１
、上
限
額
15
万
円
）

【
申
し
込
み
方
法
】４
月
30
日
㈫

ま
で
に
必
要
書
類（
文
化
振
興
課

に
備
え
付
け
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎

66
・
1
0
1
9
）へ
。

　
４
月
１
日
に
京
都
交
通
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
改
正
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
、京
都
交
通
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
改
正
内
容
】
❖
東
西
循
環
線
の

土
・
日
曜
日
、祝
日
の
始
発
便
の

始
発
時
間
を
30
分
前
倒
し
❖
三

浜
線
の
午
前
中
の
運
行
区
間
を
短

縮
し
、引
揚
記
念
館
な
ど
へ
運
行

す
る
便
を
増
便

▼
詳
し
く
は
、企
画
政
策
課（
☎

66
・
１
０
４
２
）へ
。

育
英
資
金
を
支
給

子
ど
も
の
豊
か
な
育
み
を
支
え

る
環
境
づ
く
り
に
補
助

文
化
・
芸
術
活
動
に
補
助

京
都
交
通
バ
ス 

ダ
イ
ヤ
改
正

　3月6・7日に行われた「カーネクス
ト侍ジャパンシリーズ2024 日本vs欧
州代表」の野球日本代表として、本市出
身で広島東洋カープに所属する田村
俊介選手が両日ともに出場。7日の試
合では、レフト前ヒットで出塁するなど、
侍ジャパンの勝利に貢献しました。
　田村選手からは「侍ジャパンの試合
では、学ぶことが多かったです。あの
場でプレーできたことは自信になるので、
今まで以上に堂々とし
たプレーをしたいです」
とコメントをいただき
ました。
　今後の活躍を期待し
て、舞鶴から応援しま
しょう。
　　 《スポーツ振興課》

本市出身のプロ野球選手 
田村俊介選手が侍ジャパン選出

　市内の小・中学校で、児童・生徒が抱える不安や悩
み事を相談できるフォーム「まいづるこども相談」を
開始しています。このフォームを通して、いじめや不
登校事案などのデリケートな相談なども丁寧に寄り
添って対応し、子ども達の健やかな成長を支援してい
きます。　　　　　　　　　　　　　　　《学校教育課》

学習用タブレット端末での子ども相談開始

©広島東洋カープ

102024 広報まいづる 4月号11


